
妙願寺のオハツキイチョウ( 第3報)
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加古川市東神吉町升田の妙願寺境内に生育するオハツ
キイナョワについては、すでに本誌第 3巻第 4号に発見
の経緯と形態の概略について、また第 5号には雌花の変
異と葉上銀杏について報告したカ入今回はその後の調査
結果をまとめて第 3報として発表したい。
なお1959年11月佐用郡の植物研究家内海功一氏にょっ

て、県下で第 2番目のオハツキイナョワが同郡南光町中
三河の大森神社境内で発見された。これは本誌第 4巻第
1号誌上にくわしく発表さ不たが、これによって兵庫県
下には、まだ未発見のオハシキイテ習ワが生育すること
を実証されたわけて、大変うれしいことである O

オハツキイチョウの葉上にある大胞子糞原基

イデョワは系統発生上も古い形態の樹木であるが、特に l  ろん葉上の l原基のみが生育して銀杏となり、その他の
オハヅキイナョクでは葉に多くの切れ込みを生じ、その | 原基は線形あるいは少しく膨出しつつ、遂にνイナにな
裂け目の底、あるレは葉縁部の管束の末端に大胞子襲の |  るものが多し、。
原基がつき、次第に心皮に変化しつつある。これは花軸 1  普通葉と奇形葉の調査
と葉が共通の基本構造を有していることを示してしる 1958年11月お日妙願寺のオハツキイチョワの樹下に落
この大胞子嚢原基は、葉両に線形をしたり、あるいは深 | ちている無数のイナョウ業のうち、 1 m2 を区切りその
L  、切れ込みに膨出部を作ったり、また葉縁に膨出してい | 中に落下してL、る葉を全部掃き集めて持ち帰えり調査し
るが、これが生長するとし、わゆる葉上銀脅になる O もち I  t . こ。その結果は第 1表の通りであるし

第 1 表 普通葉と奇形葉
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これをもって全体を論ずることは無理かも知れない
が、大体の傾向を知ることができる。
すなわちオハツキイチ司クといっても普通業が大部分
で8 6 %以上を占め、残りが大胞子嚢原基をつける奇形葉
である o このうち原基が生長して葉上銀杏となるものは
僅か全体の0.39%にすぎないことになる。
しかし第 2報でも述べた通り周年秋季 5回の採集だけ

でも御葉付き銀杏 724葉を得ている。したがって樹上に

上表のように、葉上に 2原基をもつものが最も多く 31
%、 1原基がこれにつぎ2 0 %、次が 3、 4、 5、 6 、
7、8原基の煩で、 9原基、 10原基をもつものは僅かに
1葉ずつであった。
藤井健次郎博士は 1業上に13原基の棄を山梨県身延町
の本国寺のオハツキイデョク( 昭和 4年4月天然記念物
指定) で採集されたといわれるが、これは12裂葉の、く
びれたところに大胞子衰を 1個ずつ形成するとすれば、
11個と左右の外縁に 2個を生ずるから、 13個の原基をも
つわけである。つまり御業付きの限度は、 13個までをも
ち得ることになる。

E  藁上原基の位置の調査
第2表に示した葉上原基数どとにその原基の位置を調
べてみた。先ず葉をとって葉柄をもち、業の背腹を定
め、葉の表面を上にして大胞子嚢原基の位置を定めるこ
とにした。
1. 葉上に 1原基をもつもの (78葉)
(1) 1原基が棄の正中央の位置、即ち 2分裂葉のさけ
めの底にあるもの( 図の1 ) … 7葉

(2) 1 原基が葉の右半部のきれこみにあるもの( 図の
2) ........35葉

(3) 1 原基が葉の左半部のきれこみにあるもの( 図の
3) …… 36葉

葉のきれこみと大胞子義原基のできる関係について考
察してみると、 (1)の場合は 2裂葉のさけめに原基を形成
したものであり、 (2)と(3)は4 裂業の右または左のさけめ

lに原基がある場合と考えられる。そして(2)と(3)がほぼ同
数であることは、原基の形成が右あるいは左にチヤジス
でできるものであるといえる。さらに原基は葉のきれこ
み部の股に形式され、左右両側の葉縁に原基の形成され
てL、るものは l葉もなかった。このことは、イテョヲの
大胞子嚢は葉のさけめにできるもので、葉的器官である
といえる。

生育するすべての御葉付き銀杏は、おそらく数千葉に達
するものと考えられる。これは既に天然記念物に指定さ
れているオハツキイチヨヲ 7件に比して、優るとも劣ら
ない結実率である。
E  奇形葉の葉上原基数の調査
第l表奇形葉のうち不稔の大飽子嚢原基を有する 377
葉について、原基の数によって分類してみると第 2表の
結果となった。

2. 葉上に 2原基をもつもの (117葉〉
(1) 葉の右と左とのさけめの底に 2原基をもつもの(
図の 4) ..・H ・...80葉

(2) 葉の中央のさけめと左のさけめに原基をもつもの
(図の 5) …・・… 7葉

(3) 葉の中央のさけめと右のさけめに原基をもつもの
f図の 6) ..・H ・...8葉

(4) 棄の左半部のさけめに 2原基をもつもの( 図の 7
)  ....・H ・.11業
(5) 葉の右半部のさけめに 2原基をもつもの( 図の 8
)  ....・H ・.10葉

(6) 左の葉縁と右半部のさけめとに 2 原基をもつもの
(図の 9) ……… 1葉

(1)に相当するものが 117業中 80葉もあることは、イテ
ョクの葉が多く左右の両片にきれこみのある事実と一致
して、大胞子嚢原基がそのきれこみ部の股に形成される
ことがわかる。
(2)と(3)および(4)と(5)とはそれぞれ殆んど同数であっ
た。これも 1原基の場合と同様に全くテヤジスによるも
のである。
(6)は極めて少なく 117葉中僅かに 1葉のみであった。
これは 2裂棄のさけめと左の葉縁とに原基を生じたもの
と考えられ、他はすべて 4裂棄のきれこみ部の 2 カ所に
原基をもつものである。
3. 
(1) 
業上に 3原基をもつもの (67葉)
正中線のきれこみに 1個の原基をもち、左右両片
のほぼ中央のきれこみに各1個ずつ規則正しく原基
をもつもの( 図の10) ………41葉
(2) 葉の左の業縁に原基が 1つあって他の 2個が葉面
のきれこみにあるもの( 図の11) ……… 1葉

(3) 中央に 1個と右半部に 2個のもの〈図の12) …...

…l葉
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(4) 中央に 1個と左半部に 21闘のもの( 図の13) ・・
...1葉

(5) 中央になくて右半部に 11岡と左半部に 2 個あるも
の( 図の14) …-…14葉

(6) 中央になくて右半音[1に 2 個と左半部に 1個あるも
の( 図の15) .…・ .9葉
(1)は4裂葉の典型的なもので、そのさけめに 1個ずつ
の原基をもつものであって最も多L、。 (2)も4 裂葉と考え
られるが、 (3)以下は 4 裂葉としては原基の位置が説明で
きないもので、おそらく 8裂葉であろう O

4. 葉上に 4 原基以上をもつもの (115葉)
原基数が多くなるに従って、隣りあった原基の間隔が

非常に接近したりあるいは離れすぎたりして不規則にな
る。これは 2 裂葉や 4 裂葉ではなく、 8裂葉のどこかに
つくもの、あるいは10裂葉、 12裂葉であると考えられ
るO

N  まとめ
以上の調査結果から考えると、業上の大胞子嚢の原基

形成は、 2個のものが最も多く、これにつレで 1個、 3
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個のものが多い。このことは葉の 2裂葉のさけめに 1個
の大胞子嚢が形成されることを意味し、さらに 4裂業の
さけめの 3 カ所に 3個の大胞子嚢を形成し、そのうち 1
カ所の大胞子嚢が生育しなし、ものは、 2個の大胞子嚢を
形成するものと考えられる。また 4裂葉の右あるいは左
の葉縁に 1大胞子嚢原基を生ずる時は、原基は 4個とな
るわけである o 377葉中 1 、 2 、 3 、 4個の原基をもつ
ものが、 314葉で8 3 %に達することをみれば、その大部
分が 1 - 4伺までであって、このことはイデョワの葉が
2裂葉と 4裂葉が多数を占める事実と一致する。
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